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１.本園の教育目標

・思いやりの心を育む

・仲良く笑顔で遊びを通してお友だちづくり

・心身ともに健康な身体を作る

2.本年度重点的に取り組む目標・計画

・園の魅力や情報を広く発信していく

・教育課程のさらなる見直し改善を図る

・安全対策でまだ対応できることがあるので、子供達が安全に楽しく過ごすことができる環境を整える

3.評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目 評価 取り組み状況

1 園の魅力や情報発信に関して B
インスタや連絡アプリ、ポスターや掲示板を駆使し、情報発信をを行なっ

た。

2 教育課程の見直し B

若草まつりの時期の変更、移動動物園の取り入れ、英語リトミックを正課

活動に追加を行なった。動画を保育中に視聴していることに関して保護者

からやめて欲しいと要望があった。

3 安全対策に関して C
防犯訓練、災害訓練を行い、対策を行なっている。

通用門の鍵が園児が届く場所にあるため、業者に依頼し対応をする。

4.総合的な結果評価

評価

B

5.今後取り組む課題

課題

1 安全対策

2 情報発信

3 挨拶、基本的生活習慣

6.学校関係者評価委員会の評価（出席者：外部評価委員３名　卒園生保護者１名　卒園生１名）

・インスタや連絡アプリによる情報発信は、保護者にとっても園での子どもの様子や活動がわかるので安心すると思います。継続

して取り組んでください。

・課題を一つずつ改善したり、新しい取り組みをしたり、より良い園を目指して進めているように感じます。今後も継続して取り

組んでください。

・動画視聴などは保育から排除するのではなく、使い方次第だと思うので、上手に活用していって欲しい。

　宗教法人成田山圓能寺立　若草幼稚園

評価（A:十分に成果があった　B:成果があった　C:少し成果があった　D:成果なかった）

理由

入園予定者が今年度より来年度は増えたので、徐々に園の魅力が伝わっていると思われる。

大田区の事業である「多様な他者との関わりの事業」を行い、１・２歳児の預かり保育を６月より開始し、今まで園のこと

を知らない人が知るきっかけにもなった。

アンケート結果においても、保護者から高評価を得られている。

安心して園児を迎えられるよう、安全対策も行なった。

評価（A:十分に成果があった　B:成果があった　C:少し成果があった　D:成果なかった）

令和６年度　自己評価・学校関係者評価報告書

園児が通用門の鍵がさわれないよう対策する

未就園児の方が気軽に参加できる機会を作り、園について知ってもらう機会を作る

目と目を合わせてお辞儀して挨拶をできるように、日々取り組んでいく

具体的な取り組み方法


